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「キャプテン・クラーク」から
「クラーク文書」まで
田　村　光　三
　つい先日，ある人にさそわれて「キャプテン・クラーク」というステーキ・
レストランに行った。スズラン通りから一寸入ったところ，三省堂書店の裏手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレジデソトあたりにある小さな店である。この店とあの札幌農学校の初代教頭であったウ
ィリアム・S・クラ…クとどんな関係があるのだろう，という好奇心からぜひ
一度行って見たいと思っていたのだった。店に入るといきなり私は「あのクラ
ーク先生とどんな関係があるのか」とそこの女店長（？）に訊ねて見た。直接
関係はない，という返事であった。しかし，全く無関係ではないことが，差し
出されたリーフレットに書かれていたこの店の名の由来によって知ることが出
来た。
　それには次のようなことが記されている。彼はわずか8ヵ月の間に，札幌
で近代的農学校の教科を組織し，専門学科のみならず，キリスト教精神をもっ
て学生たちに尽大な影響をあたえ，日本プロテスタント史上の三源流（熊本バ
ンド，横浜バンド，札幌バンド）のひとつを芽ばえさせたが，その中から，佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　キヨシ藤昌介，黒岩四方之進，大島正健，内田瀞，南鷹次郎，宮部金吾，内村鑑三，
新渡戸稲造等々，鐸々たる人物が輩出した。
　　「博士が在校中に言われたr紳士たれ』の一言や，島松の地で帰国する博
　士を見送って来た学生達に馬上から言われた別れの『ボーイズ・ピー・アン
　ビシャス』は，こよなく青年を愛された博士の信念として今でも生きている
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　のであります。……
　　当店はクラークの名を又クラーク博士の青年達に与えた教育思想と人生へ
　の希望を今一度想起してもらいたい念願を以て，この店名をつけたのであり
　ます。」云々。
　そして，この店のモットー一一　VS　“cBoys，　Be　Alnbitious”であるという。パンフ
レットにもマヅチにも，クラーク先生の肖像とともにあの有名なモットーが印
刷されている。であるから，ここで食事をするものは，誰でもその店のテーブ
ル・マットの上に印刷されたこのモットーの意味を味わいながら，料理を食べ
ることになる。ステーキと共に「アンビション」も腹一杯にして，精神肉体共
に豊かになってこの店を出る，という仕儀である。と書けば，この店の宣伝を
しているかのように思われるかもしれないが，私は，何もこの店と特別な関係
があるわけではない。
　私がこの店の名に特別の関心をもったのは，2年前の夏，アマストにいた時
に約2週間程マサチュ　’一セッツ州立大学図書館の古文書室で「クラーク文書」
を見たことがあったからである。
　周知のように当然，この大学の前身，マサチューセッツ農科大学学長であっ
たクラーク博士は，明治9年5月より1力年の契約で札幌農学校で教鞭をと
り，日本の教育文化に尽大な影響をあたえることになる。明治9年は西暦1876
年であり，アメリカ建国百年目にあたる。私がマ大の図書館で「クラーク文
書」をあさっていたのが1976年であったから，クラークが日本に来た年から丁
度百年経ったわけである。クラ・一一クはその時50才であった。クラークー・族はピ
ューリタン（セパラティスト）の古い家柄で，この伝統的に敬盧な家庭に育っ
たウィリアムも，古いニューイングランドのキリスト教的信仰を持っていた。
ウィリストソ・セミナリからアマスト大学に進み，博物学を収め，のちにドイ
ツ（ゲッチンゲン大学）へ留学し，1852年「阻鉄に関する研究」で博士号を取
得している。
　クラークの精神生活の上で特に注目したいのは，アマスト大学在学中の回心
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の経験と大学内での禁酒会員としての活躍であった。かれの回心の経験につい
ては，まだ研究者の間でとくべつ取り上げて論ずる人はいないが，「クラーク
文書」をあさっていた時に，その大学の政治学教授であり，クラーク研究家ジ
ョン・マキ教授から一通の母宛の手紙を解読してもらったことがある。という
のはクラLクの手紙は非常にくせのある字で書いてあるので，ところどころま
ったく判読の出来ない箇所があったからである。その全文は別の機会に紹介す
るとして，それは「1846年3月16日，火曜日，朝2時，アマスト・大学」とい
う日付で「愛する母」で書き始められ，「長い間，真摯に祈り求めてまいりま
したが，ついに私は『主よ，信仰なき我を助け給え』とさけぶにいたり，私に
ある変化がおこりました……」と記し，綿々とその信仰告白をしている。この
貴重な手紙は，その後のクラーク博士全生涯と，その仕事と，それを通してあ
たえたはかりしれない影響の，いわばルーツともいうべきものである。
　マサチュ・一’セッツ州立大学の古文書室は，28階建の図書館の25階にある。ア
マスト大学の図書館古文書室長フィリップス氏の紹介状を持って，主任のアマ
ソソ夫人（Mrs．　Amerson）をたずね，探索したい資料と目的等を記入して「ク
ラ・…ク文書」の被見を請う。「文書」は棚の上にそれぞれ分類され函の中に収
納されている。
　「クラークの個人的経歴」「クラークと南北戦争」「クラークとマサチュ・一一セ
ヅツ農科大学」「クラークと日本」「クラP－iクと鉱山事業」等々である。
　幸い私は自由に出入りし，勝手に資料を取り出して見ることをゆるされた
が，本来ならば，1回につきひとつのファイル又は函を，請求に応じて係員が
出すことになっており，それを所定の机で読むか，書き写す（又はタイプす
る）ことになっている。その場合，万年筆またはボールペンは使ってはならな
い。原則として鉛筆を使用するのである。古文書の場合コピー（ゼロックス）
もそう自由ではない。あるところではコピーのとらなせない所もあるらしい。
棚の上のファイルは，すべての文書や書類が綴じられていたり，製本されてい
ないので散逸する可能性はきわめて大きい。したがって，とくに古文書の取扱
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いには，研究者としての良識が前提される。ある女子研究者が，じょうだんに
「たとえば私の胸の中にひょいと入れて出て来てもまったくわからないのよ」
といったことは，この辺の微妙な消息をいいあらわしている。
　古文書は，このような良識と行きとどいた管理のもとに，保存され，広く活
用されているのであるが，それでも，その何パーセソトかは「行方不明」にな
るという。であるから，貴重な資料は，オリジナルのもののほかにコピー（マ
イクロフイルムやフォート・シュタヅト等）を作って別に保存するのが常道で
ある。
　「クラークと日本」に関する文書が，私の主として被見したファイルである
が，その文書の中でとくに興味のあったもののひとつは，大島正健，太田（新
渡戸）稲造，内村鑑三ら31人が署名したあの有名な「イエスを信ずる者の契
約」（Covenant　of　Believers　in　Jesus）の自筆のコピー・（原本は札幌独立教会
に保存）のほかに，クラークが明治9年5月20日から1力年間札幌農…学校の
薮蟹マ即副校長）ならびに「農業化学数学普通英語博士トシテ奉職」する日本
政府代表，吉田清成大使との間にとりかわされた契約書であった。それは和紙
に達筆な墨字によって認められ，給与をはじめ，細々とした勤務条件が記され
ている。クラ・・－Lクにあたえられた給与は，住居のほか「歳俸」「金貨七千弐百
円」と定められ，月割で毎月25日に支払らわれることになっている。当時の1
円は1ドル位であったし，マ農大での彼の年俸は4千ドル程であったから，相
当の高給と評価してもよいであろう。
　もうひとつ，とくに私の関心をよんだのはクラークが終生（その晩年の失意
の時も）携帯していたといわれる小さな黒い革表紙の手帳である。それは元来
かれの1877年用の「日記帳」であったらしい。周知のようにクラークはこの年
の4月16日札幌に別れをつげた。島松村まで学生と教授全員が馬でかれのお供
をし，そして別れたのであった。その時，かれは「青年よ，大志を抱け」と叫
んで長鞭を馬腹にあて，林の中へ姿を消して行った……，といわれる。
　この手帳には，主として日本からの来信のメモが，鉛筆で克明に記されてい
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る。例えば，黒田清隆（東京・芝・開拓使，明治10年5月21日付）からの礼状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヨシのほか，田内捨六，佐藤昌介，大島正健，内田瀞，等々の教え子たちによる，
クラークにたいする感謝の手紙やその後の学内の状況報告の抜粋である。とく
にこれらの学生たちの手紙は慈父にたいする追慕の情にあふれている。そのほ
か「神道の教理」「日本の農業について」の原稿メモなどが見られる。ジョン・
マキ教授のお教えによれば，「アマスト・レコード」紙にも帰国後のアマスト
における活動が報じられているように，しばしば講演や夕食会に招かれている
が，その度毎に札幌の「教え子」から来た手紙の1節を引用しながら，札幌で
の活動がいかに「豊かにして価値ある果実を生み出した」ものであったかを喜
びをもって語るのが常であったといわれる。
　さて，話のはじめにもどることにしよう。「キャプテン・クラーク」の店に
坐ってコーヒーを飲んでいる間に，この店にはいくつかの思いちがいのあるこ
とに気がついた。その1・2を記して，この駄文をおわることにしよう。
　その第1は，その名についてである。一体この店主はいかなる理由でクラー
クを「キャプテン」と呼ぶのであろうか。彼は南北戦争の際，リンカーンの義
勇軍募集に応じて，マサチューセッツ州第21義勇軍聯隊（The　21　st　Massa－
chusetts　Volunteer　Regiment）に入り，少佐に任ぜられている。戦中，度重
なる激戦の下をくぐりぬけ，赫々たる戦功をたて，中佐から大佐へと昇任して
いる。退役にさいしては「代将」（Brigadier－Genera1）に推されたらしいが，
クラークはそれを辞退し，彼の本来の使命である教育者として働くためアマス
ト・カレッジにもどったのであった。したがって，彼はその後，アマストの人
たちからは，「ドクトル」クラークや「プレジデント」クラーク（マサチュー
セッツ農科大学学長）というよりは，「カーネル」クラークと呼ばれて親しま
れていたという。したがって，史実上，この「キャプテン」というのは彼の軍
役上の階級ではない。
　が，元来t℃aptain”の原義は「頭」「将」であるから，「首領」としてよく一
団を統率するものにたいする愛情をこめた「尊称」と考えることができる。暗
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雲たれこめ前途に何らの勝算なき時，天地万物を創り給うた神の御摂理を信頼
し，しかして高遽なる大望（Lofty　Ambition）を抱いて，目前の使命をはたす
べく，奮励せよ，といって明治の青年たちを叱陀したクラー一一クこそ，ある意味
で，真の「キャプテン」であったのかもしれない。
　またクラークが札幌からマサチューセッツへ帰り，農科大学の学長を辞任し
たのち，洋上大学（Floating　College）の学長になる計画があったが（1879年），
発起者（James　Woodruff）の死去のため，挫折した。もしこれが実現してい
れば，クラークは「キャプテン」あるいは「提督」（Commodore）と正式に呼
ばれるようになったかもしれない。しかし，いずれにしても「キャプテン」は
史実ではない。
　第2の誤りは，飲酒に関することである。私はさきに，クラークボアマスト
大学在学中，学長ヒッチコヅクの提唱と組織になる「禁酒会」のメソバーにな
っていることを記した。またクラークは，札幌では飲料水が悪いからといって，
はるばる持参した相当量の上等のブドウ酒（4ダースのブランデーという説
〔内村）があるがそうではないらしい）を溝にすてさせ，札幌農学校の生徒・
先生らと禁酒および禁煙の誓約をしたほどである。その「誓約書」はつぎのよ
うであった。
　　「我等ここに署名する札幌農学校の職員および学生は，本校に関係を有す
　る限り，薬用としての外いかなる形においても阿片，煙草および酒類の飲用
　を禁じ，且つ賭博，および冒漬的妄語（Profane　Swearing）を謹むことを厳
　かに誓う。1876年11月29日」。
　これにはクラーク先生のほか，ホイラー，ペソハローの両先生，および伊藤
一隆ほか一期生全員が署名している。この「誓約」はあのアマスト大学の「禁
酒会」の「誓約」とほとんど同文であるから，クラークはそれに範をとったも
のであることはたしかである。
　したがって，クラークは自ら酒を飲めなかったわけではないが，「学生らと
の約束したので」といって，黒田清隆のすすめる杯をことわったといわれる。
　ところが，この「キャプテン・クラーク」では，ステ・・キとともに酒が供さ
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れ，しかもそのブドー酒のラベルにクラ・・クの肖像が印刷されてあるのを見た
ときの，私のとまどいを何と表現したらよいのであろうか。若し誰かがアマス
トの墓地に眠るクラt－一‘クの霊にこのことを報告したならば，クラークは墓石を
真赤にして怒るかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　　　1978．6
　〔補注〕ジョン・マキ教授のクラーク伝（W．S．　Clark：AYankee　in　HokkaidQ，
　　　　1975）は高久真一教授の訳で『クラーク・その栄光と挫折』として、この度北
　　　　大図書刊行会から出版された。
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